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「北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Association の活動目的 

    熊の実像について調査研究し、熊による人畜及びその他経済的被害を予防しつつ、人

と熊が棲み分けた状態で共存を図り、狩猟以外では熊を殺さない社会の形成を図るための

提言と啓発活動を行う。 この考えの根底は、この大地は総ての生き物の共有物であり、

生物間での食物連鎖の宿命と疾病原因生物以外については、この地球上に生を受けたもの

は生有る限りお互いの存在を容認しようと言う生物倫理(生物の一員として人が為すべき正

しき道)に基づく理念による。 

 

北海道日高山系の十勝管内、札内川上流の八の沢源流上にある｢ｶ

ﾑｲｴｸｳﾁｶｳｼ頂上東側の圏谷ｶｰﾙ｣での羆による人身事故の顛末。この山頂

(1979ｍ)は日高山系第 2 の高峰で(一番は日高幌尻 5052m)、50 ㎞間隔で３カ所ある一等三

角点の 2つ目がある。私は(門崎)幾度も四季通じて登っており、2月にスキーとアイゼンで、

八の沢から頂上に直登した事もある場所。熟知である。今回、羆に襲われた登山者 2 人も、

この八の沢から登山したもの。 

帯広市にある、「十勝毎日新聞社」からコメントを求められ、応じた記事が、掲載され、

送られて来たので、それをここに転載するので、お読み戴きたい。 

この記事にある被害者の状況説明の文章と識者と言う３名の言い分を吟味されたい。 

私の見解：襲った個体は同じである。本気で襲っていない。個体は３歳代で襲った時刻

がいずれも午前 4 時代である。反撃されてその個体は、直ぐに、人から離れ、逃げている。 

ホイスルを鳴らしていたら、襲われなかった事故である。 

羆が居る可能性がある場所には、ホイスル(軽い、音が響きわたる)と鉈は必需品で有る事

を肝に銘じることである。この羆を殺すべきと言う者は、羆の生態に関する己の無知と自

然に対する傲慢さを恥よと言いたい。真摯に、羆や自然と向き合う事だ。そして発言せよ。 



 

 


